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元気にお返事
できました！
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　入学式）
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予算概要

320億  8,700万円どう使う?
衛生費 204億8,131万円

教育費 22億3,176万円

民生費 36億3,013万円

市民一人当たり 66万2,933円

市民一人当たり 7万2,237円

放射能対策や健康・環境衛生に

学校教育や文化芸術に

子ども・高齢者福祉に

市民一人当たり 11万7,499円

※H26.3.31 の住民基本台帳人口 30,895 人

総務費　 13億5,987万円
市民一人当たり　4万4,016円
職員人件費や各種計画に

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
土木費　 12億2,564万円

市民一人当たり　3万9,671円
道路や河川・公園整備に

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
公債費　 10億7,773万円

市民一人当たり　3万4,884円
借金返済に（借換債含む）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
商工費　 7億6,664万円

市民一人当たり　2万4,814円
商工業・観光振興に

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
農林水　 5億3,394万円
産業費　 市民一人当たり　1万7,282円

農林業の振興に
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
消防費　 4億9,219万円

市民一人当たり　1万5,931円
消防・防災に

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
議会費　 2億299万円

市民一人当たり　6,570円
議員報酬・議会運営に

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
労働費・ 予備費等　8,481万円

市民一人当たり　2,745円
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予算概要

一般会計
過去最大

26年度

この子達の未来のために !
予算 320億  8,700万円どう使う?

白岩幼稚園入園式

市民一人当たり
約104万円 !

予
算
編
成
方
針

〜
笑
顔
、元
気
、未
来
へ
〜

　復興
実
感
！

 

「
福
島
の
へ
そ
の
ま
ち 

も
と
み
や
」

　
笑
顔
で
住
み
よ
さ
を
実
感
す
る
。

震
災
に
負
け
な
い
元
気
を
持
っ
て
生

活
す
る
。
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
将

来
に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
の
上
で
全

て
の
分
野
で
復
興
が
実
感
で
き
、
市

民
の
皆
様
と
共
感
で
き
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
市
で
は
、
平
成
26
年
度

は
次
の
こ
と
に
特
に
力
を
入
れ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
放
射
能
対
策

②
本
宮
駅
周
辺
東
西
ア
ク
セ
ス
整
備

③
子
育
て
支
援
・
定
住
化
促
進

④
教
育
施
設
の
整
備

⑤
白
沢
総
合
支
所
周
辺
整
備

⑥
屋
外
あ
そ
び
場
整
備

⑦
工
業
団
地
整
備

⑧ 

復
興
公
営
住
宅
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
整
備

⑨
市
民
の
健
康
増
進

⑩
幹
線
道
路
の
整
備

⑪
子
ど
も
屋
外
プ
ー
ル
整
備

　
こ
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い

く
上
で
、
地
域
・
市
民
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
協
力
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

3
月
定
例
会
は
次
年
度
の

予
算
を
審
議
す
る
大
切
な

議
会
で
す
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予算概要
一般会計歳出内訳

一般会計歳入内訳

平成26年度　各会計予算額

衛生費 204億8,131万円
民生費 36億3,013万円
教育費 22億3,176万円
総務費 13億5,987万円
土木費 12億2,564万円
公債費 10億7,773万円
商工費 7億6,664万円
農林水産業費 5億3,394万円
消防費 4億9,219万円
議会費 2億 299万円
その他 8,481万円

県支出金 204億8,870万円
地方交付税 37億3,153万円
市税 36億9,440万円
国庫支出金 13億 738万円
市債 9億4,900万円
繰入金 6億4,137万円
地方消費税交付金 4億8,571万円
地方譲与税 1億7,934万円
分担金及び負担金 1億 971万円
繰越金 8,000万円
その他 4億1,987万円

会　　計　　名 予　　算　　額 対前年増減率（%）
一　般　会　計 320億8,700万円 70.0

国民健康保険特別会計
（事業勘定） 31億7,837万円 2.4
（直営診療施設勘定） 1億 83万円 △6.2

後期高齢者医療特別会計 2億6,425万円 4.7

介護保険特別会計
（保険事業勘定） 21億2,822万円 5.9
（介護サービス事業勘定） 653万円 14.4

公共下水道事業特別会計 8億 536万円 18.5
農業集落排水事業特別会計 4,780万円 △4.0
工業用地造成事業特別会計 7億4,494万円 △0.1
工業用地資産運用事業特別会計 1億1,462万円 0

阿武隈川左岸築堤用地取得事業特別会計 6,434万円 △16.6
水道事業会計 9億6,255万円 15.3
総　　　　計 405億 481万円 50.8

平成26年度　各会計予算額

歳入
県支出金
63.9%

地方交付税
11.6%

市税
11.5%

国庫支出金
4.1%

市債3.0%

繰入金 2.0%

地方消費税交付金 1.5%

地方譲与税 0.6% 分担金及び負担金 0.3%

繰越金 0.2%

その他 1.3%

歳出
衛生費
63.8%

民生費
11.3%

教育費
7.0%

総務費
4.2%

土木費
3.8%

公債費
3.4%

商工費 2.4%

農林水産業費 1.7%

議会費 0.6%

その他 0.3%

消防費 1.5%
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予算審査

平成26年度の
除染の状況は 衛生費　現在まで白沢公民館で実施されていた「つ

どいの広場」がソレイユ本宮に移転されることに
伴い家賃等を含めた一般財源からの支出が前年よ
りも多額になっている。これに見合う会員数の増
などは見込めるのか。

「つどいの広場」は、その都度白沢公民館の和室
を借りて行っていたが以前から常設の施設で行いた
いという要望があった。今後は準備等の時間も削減
され、オープンしている時間も長くなり、曜日も月
曜日を除く平日に利用可能となるなど使いやすくな
る。ある程度広い場所で効果的な子育てサービスが
できれば、今後会員数の増も期待できると考える。

つどいの広場移転の費用対効果は

　自主防災組織には設立時に20万円の補助
金が交付されるが、全ての行政区に自主防災組
織を設置し継続的に活動していただくことを目
標とするならば、設立時のみではなく、継続的
な支援を考慮した補助金制度にすべきでは。

　現在までは組織の設置を促すための補助
金ということで1団体に20万円交付し、消火器
やヘルメット等必要な備品の購入に充てていた。
今後は、活動費を支給するなどの支援をしてい
かなければ、災害時にもスムーズな対応ができ
ないとも考えられる。時間はかかるがこれから
の体制を行政区の方々と話し合いながら検討し
ていきたい。

自主防災組織への継続的な支援は

　
平
成
26
年
度
よ
り
、
新
た

な
農
業
政
策
が
始
ま
る
。
5
年

後
に
は
米
の
生
産
調
整
が
廃
止

さ
れ
、
価
格
の
下
落
が
予
想
さ

れ
る
。
本
市
の
農
産
物
の
中
で

米
の
占
め
る
割
合
は
か
な
り
高

い
が
、
市
長
は
今
年
度
か
ら
始

ま
る
米
政
策
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
見
解
か
。

　
福
島
県
は
米
の
全
国
で
の

競
争
の
中
で
大
変
不
利
な
状
況

に
あ
る
が
、
農
家
の
方
々
は
対

応
し
、
生
産
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
新
た
な
米
政
策
に
は
生
産
者

も
不
安
や
戸
惑
い
が
あ
る
と
思

う
。
競
争
の
自
由
性
の
中
で
ど

の
よ
う
に
不
利
な
状
況
を
克
服

す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

は
市
や
県
単
独
で
は
難
し
く
、

本
市
と
し
て
の
要
望
を
国
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
農
地
の
集
積
の
課
題

は
、
地
域
に
よ
っ
て
可
能
な
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
そ
の
整
理
を
ど
の
よ

う
に
行
い
、
い
か
に
し
て
耕
作

を
続
け
て
い
た
だ
け
る
か
、
し

っ
か
り
と
政
策
を
考
え
た
い
。

　
米
だ
け
で
な
く
、
農
産
物
の

風
評
被
害
の
払
拭
を
含
め
、
農

業
全
体
の
復
興
に
向
け
て
努
力

し
た
い
。

　当初予算で190億円を超える除染
費用が計上されているが、年度内でどの
程度まで進める予定なのか。今までであ
れば除染関係の費用は補正予算で対応し
ていたが、そのやり方ではいけないのか。

　この予算には住宅除染に関する費用
以外に、仮置き場の造成や調査設計費も
含まれている。平成25年度まではその都
度補正予算で対応していたが、平成26年
度に予定している残りの5地区（糠沢、荒
井、本宮、青田、岩根）を発注したいため
当初予算に計上した。仮置き場の設置によ
り除染の加速化を図り、進めていきたい。

　仮置き場が決まらないことで住宅
除染が進まない現状がある。仮置き場の
選定状況は。

　糠沢、荒井、白岩、本宮地区は候補地を
1箇所に絞り、交渉をしていく。岩根地区は
決定している。青田地区はこれから選定する。

　仮置き場も残りの地区全て平成26
年度中に発注するのか。

　仮置き場は調査設計に時間を要す
るため、まだ見通しはついていない。

予
算
審
査
質
疑
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

総
括
質
疑

消防費

民生費

　
過
去
最
大
の
予
算
を
執
行

す
る
に
当
た
り
、
職
員
の
人

数
・
体
制
は
万
全
か
。
ま
た
、

国
の
要
請
に
よ
っ
て
職
員
の
給

与
の
減
額
を
行
っ
た
が
、
国
の

評
価
は
ど
う
か
。
交
付
金
等
に

反
映
さ
れ
る
の
か
。

　

職
員
の
数
は
こ
れ
で
十
分

と
い
う
こ
と
は
な
い
。職
員
は
そ

の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
。引
き
続

き
適
正
配
置
に
努
め
た
い
。

　

国
か
ら
の
交
付
金
等
は
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
域

の
元
気
創
造
事
業
費
と
し
て

2
，
6
2
5
億
円
を
協
力
市
町

村
に
配
分
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
具
体
的
な
金
額
が
決
ま

る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　
定
住
人
口
増
加
対
策
の
中

で
、
住
宅
施
策
お
よ
び
そ
の
予

算
が
乏
し
い
。
市
長
は
ど
の
よ

う
に
住
宅
施
策
を
推
進
す
る
の

か
。

　
今
回
の
予
算
は
会
議
の
予

算
の
み
で
あ
る
。
宅
地
造
成
は
、

ど
う
い
う
住
宅
団
地
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
市
内
の
ど
こ

が
適
地
な
の
か
、
そ
の
点
を
不

動
産
業
、
建
設
業
、
工
務
店
関

係
の
方
々
や
女
性
の
視
点
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
形
で
会
合
を
持
ち
、

市
民
の
方
々
に
知
恵
を
頂
き
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
補
正

予
算
を
組
ん
で
対
応
し
た
い
。
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提
案
理
由

議案審議

3
月例

定

会

各種会計予算など
37議案を可決

陳情一覧表

　
３
月
定
例
会
（
第
３
回
本

宮
市
議
会
定
例
会
）
は
、
市

長
か
ら
条
例
の
制
定
や
各
種

会
計
予
算
な
ど
29
議
案
と
報

告
１
件
、
陳
情
２
件
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
市
長

か
ら
議
案
３
件
、
議
員
か
ら

発
議
５
件
が
提
出
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
議
案
の
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
陳
情
の
結
果
は
一
覧
表

の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
26
年
度
予
算
の
審
議

は
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ

に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
本
宮
市
第
１
次
総
合
計
画

基
本
構
想
で
は
、
特
に
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
へ

の
対
応
を
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

重
点
的
・
横
断
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

　
こ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
住
環
境
や
そ
の
他
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
総
合
的
・
効

果
的
な
施
策
・
事
業
を
展
開

す
る
と
し
、
そ
の
中
に
本
宮

駅
東
西
自
由
通
路
・
西
口
広

場
を
含
め
た
駅
周
辺
環
境
整

備
事
業
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
本
宮
駅

周
辺
の
利
便
性
・
快
適
性
の

向
上
や
に
ぎ
わ
い
創
出
は
、

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
も
調
査
・
研
究

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

３
月
19
日
の
定
例
会
最
終

日
に
、
本
宮
駅
周
辺
整
備
検

討
特
別
委
員
会
設
置
の
議
員

発
議
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

受理番号 受理年月日 件　　　　名 提出者の氏名 付託委員会 審議結果

陳情第１号 平成26年
1月 30日

自治会活動に停年制を導入し且つ活動の
免除措置を市条例を以て制定することを
求める陳情書

半　澤　義　明 生活福祉 不採択

陳情第2号 平成 26年
1月 31日

要支援者への予防給付を市町村事業とす
ること等についての意見書提出に関する
陳情書

公益社団法人　認知症の人と家族の会福島県支部
代表世話人　　　　佐　藤　和　子
福島地区会代表　　井　桁　ユ　ウ

生活福祉 採　択

本宮駅周辺整備検討
　　　　特別委員会を設置

委 員 長 矢島義謙
副委員長 山本　勤
委　　員 議長を除く全議員
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一
日
で
も
早
く
学
校
の

耐
震
化
を

　

　
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
平
成
25

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12

号
）
は
、
本
宮
第
一
中
学
校
北
校

舎
と
五
百
川
小
学
校
東
校
舎
の
耐

震
補
強
を
前
倒
し
で
進
め
る
た
め

の
工
事
費
や
、
放
射
能
除
去
作
業

で
表
土
を
削
っ
た
保
育
所
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
の
校
庭
等
に
覆

土
を
行
う
た
め
の
経
費
、
８
月
５

日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

道
路
や
公
共
施
設
等
の
復
旧
工
事
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て
金

な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
最
終
日
に
は
、
五
百
川
・

岩
根
小
学
校
、
岩
根
幼
稚
園
等
の

遊
具
を
更
新
す
る
た
め
の
経
費
や

高
木
お
よ
び
本
宮
地
区
の
仮
置
き

場
を
設
置
す
る
た
め
の
経
費
を
計

上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

13
号
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
費
未
納
分
の
徴
収
は

　
補
正
予
算
で
学
校
給
食
費
の

未
納
分
を
一
時
立
て
替
え
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
過
年
度
分
の
徴
収

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
納
入
の
実
績
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
分
が
２
万
５
，
６
９
８
円
、

自
校
給
食
分
が
４
万
９
，
３
０
０

円
で
あ
る
。

委
託
料
減
額
の
内
容
は

　

林
業
振
興
費
の
委
託
料
で

７
４
０
万
円
ほ
ど
減
額
補
正
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
森
林
再
生

事
業
の
全
体
計
画
が
簡
略
化
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
詳
細
は
。

　
こ
の
事
業
の
全
体
計
画
書
を

作
成
す
る
中
で
、
当
初
は
現
地
調

査
や
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の

実
務
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
今
回

そ
の
部
分
が
全
体
計
画
作
成
後
の

年
度
別
計
画
に
移
行
さ
れ
、
人
件

費
分
が
削
減
さ
れ
た
。

議案審議

議
案
質
疑

平成25年度
一般会計補正予算 歳入歳出に
12億 5千万円を増額

一般会計総額271億 8千万円に

第13号第12号

▲耐震化を前倒しで進める本宮一中北校舎
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常任委員会審査

総務文教常任委員会
　総務文教常任委員会には、本宮市自主的財政健全化計画
の変更についてのほか５件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

　生活福祉常任委員会には、和田地区仮置場設置工事請負契約の一部
を変更する契約についてのほか、議案１件、陳情２件が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

基
金
の
残
高
は
適
正
か

　
平
成
22
年
度
の
第
２

次
改
訂
版
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び

原
子
力
災
害
等
に
伴
い
、
財

政
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

効
率
的
で
健
全
な
財
政
運
営

を
推
進
す
る
た
め
、
第
３
次

改
訂
版
を
策
定
す
る
。

　
平
成
32
年
度
末
時
点
に

お
け
る
財
政
調
整
基
金
の
残

高
は
適
正
か
。

本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

和
田
地
区
仮
置
場
設
置

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
に
つ
い
て

変
更
の
理
由
と
内
容
は

　
今
年
度
、
和
田
地
区

の
住
宅
除
染
が
完
了
し
、
廃

棄
土
壌
の
運
搬
・
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
の
据
付
工
事
も
完
了

し
た
。
平
成
24
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
で
あ
る
た
め
、
工

事
完
了
前
に
工
事
費
用
等
を

精
査
し
、
変
更
契
約
を
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
変
更
契
約
の
理
由
お
よ

び
内
容
は
。

　
財
政
調
整
基
金
は
、
各

年
度
の
繰
越
金
を
み
て
い
な

い
た
め
、
年
度
末
の
決
算
の

状
況
を
検
証
し
、
基
金
管
理

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
宮
市
国
土
利
用
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

宅
地
増
加
へ
の
施
策
は

　
市
の
土
地
利
用
に
お

け
る
財
政
上
の
指
針
と
な
る

「
本
宮
市
国
土
利
用
計
画
」

を
策
定
す
る
。

　
本
宮
市
で
目
指
し
て
い

る
宅
地
の
増
加
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
施
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
平
成
26
年
度
予
算
に
お

い
て
定
住
促
進
費
を
計
上
し

て
お
り
、
民
間
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
定
住
促
進
策
の

検
討
を
予
定
し
て
い
る
。
定

住
対
策
は
、
市
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

実
施
で
き
る
も
の
は
、
随
時

行
っ
て
い
き
た
い
。

▲委員会室での審査

　
市
と
し
て
初
め
て
の
仮

置
場
設
置
工
事
の
発
注
で
あ

り
、
２
年
度
に
わ
た
る
長
期

契
約
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

受
注
業
者
に
与
え
る
負
担
が

大
き
い
と
考
え
、
今
年
度
末

で
精
査
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
と
考
え
た
。

陳
情
の
審
査
結
果

　

陳
情
第
１
号「
自
治
会
活

動
に
停
年
制
を
導
入
し
且
つ

活
動
の
免
除
措
置
を
市
条
例

を
以
て
制
定
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書
」は
、市
条
例
で

定
め
る
内
容
で
は
な
く
、あ
く

ま
で
も
自
治
会
で
協
議
し
、決

定
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、不
採
択
と
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
陳
情
第
２
号
「
要
支
援
者

へ
の
予
防
給
付
を
市
町
村
事

業
と
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て

の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳

情
書
」
は
、
将
来
の
介
護
保

険
財
源
確
保
の
た
め
、
ま
た
、

市
町
村
事
業
と
し
て
医
療
費

抑
制
を
図
る
べ
き
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
利

用
料
の
負
担
増
等
の
不
安
を

考
慮
す
れ
ば
採
択
す
べ
き
と

の
意
見
が
多
数
を
占
め
、
採

決
の
結
果
、
採
択
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

本
宮
市
国
土
利
用
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

生活福祉常任委員会

▲委員会室での審査

和
田
地
区
仮
置
場
設
置

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
に
つ
い
て
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常任委員会審査

産業商工常任委員会
　産業商工常任委員会には、付託された議案がなかっ
たため、所管事項調査を実施しました。
　主な内容は、次のとおりです。

▲雪害現地調査（高木字沢目地内）

▲委員会室での審査

建設水道常任委員会

2
月
8
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
の
豪
雪
被
害
に
つ
い
て

　
委
員
会
で
は
、
今
回
の
豪

雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

雪
害
に
対
す
る
支
援
は

　
今
回
の
豪
雪
で
被
害
を

受
け
た
農
業
施
設
の
撤
去
や

再
建
な
ど
に
つ
い
て
、
支
援

は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

　
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い

部
分
が
多
い
が
、
今
回
の
被

害
が
原
因
で
農
業
を
や
め
る

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

継
続
し
て
い
く
た
め
の
支
援

を
行
う
考
え
で
あ
る
。

　
支
援
の
内
容
等
に
つ
い

て
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に
周

知
す
る
の
か
。

　
被
害
の
報
告
が
あ
っ
た

方
に
は
、
直
接
連
絡
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
そ
の

他
の
方
に
は
、
広
報
も
と
み

や
の
号
外
で
も
周
知
し
た

い
。

本
宮
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

改
正
に
よ
る
影
響
は

　
平
成
26
年
4
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
消
費
税
の

改
正
に
伴
い
、
条
例
上
の
消

費
税
率
お
よ
び
地
方
消
費
税

率
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

　
改
正
の
内
容
は
、
一
つ
目

に
、
道
路
占
用
料
は
、
土
地

の
貸
付
に
係
る
対
価
に
該
当

す
る
た
め
、
消
費
税
法
の
規

定
で
は
非
課
税
と
な
っ
て
い

る
が
、
消
費
税
法
施
行
令
に

お
い
て
、
土
地
の
貸
付
に
係

る
期
間
が
一
ヶ
月
に
満
た
な

い
場
合
は
、
課
税
対
象
と
す

る
例
外
規
定
が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
占
用
料
に

係
る
消
費
税
率
を
改
正
す

る
。

　
二
つ
目
に
、
平
成
25
年
4

月
に
国
営
林
野
事
業
が
、
国

営
企
業
と
し
て
の
形
態
を
廃

止
し
た
こ
と
に
伴
い
、
道
路

占
用
料
を
徴
収
で
き
る
国
の

事
業
が
無
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、そ
の
条
文
を
削
除
す
る
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
影

響
が
あ
る
、
期
間
が
一
ヶ
月

未
満
の
占
用
物
件
の
年
間
の

占
用
料
徴
収
状
況
等
は
。

　
一
ヶ
月
未
満
の
占
用
は
、

一
般
住
宅
の
工
事
に
伴
う
建

築
用
足
場
の
設
置
な
ど
の
限

ら
れ
た
事
案
で
あ
り
、
年
間

1
、
2
件
の
申
請
が
あ
る
。

1
㎡
あ
た
り
2
0
0
円
の

占
用
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

1
件
に
つ
き
1
，
0
0
0
円

に
も
満
た
な
い
状
況
で
あ

る
。

2
月
8
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
の
豪
雪
被
害
に
つ
い
て

本
宮
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　建設水道常任委員会には、本宮市道路占用料徴収条例の一部
を改正する条例制定についての1件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。



10もとみや議会だより第34号

特別委員会審査

今後も調査・検討を継続

より良い意見交換会を目指して

　
2
月
10
日
開
催
の
委
員
会

で
は
、「
仮
置
き
場
及
び
住

宅
除
染
の
進
捗
状
況
」「
道

路
及
び
山
林
の
除
染
」「
農

産
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
状

況
」「
市
民
の
健
康
調
査
の

状
況
」「
農
業
用
水
路
の
除

染
」「
た
め
池
の
線
量
」「
学

校
給
食
の
地
元
産
野
菜
の
使

用
開
始
」「
公
共
施
設
（
都

市
公
園
・
教
育
施
設
等
）
の

除
染
」
に
つ
い
て
、
市
か
ら

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
審
議
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

道
路
お
よ
び
山
林
の
除
染

住
宅
と
道
路
の
同
時
除
染
は

　
道
路
除
染
は
和
田
地

区
か
ら
実
施
予
定
で
、
住
宅

除
染
の
際
に
実
施
し
た
市
道

を
除
く
地
区
内
の
全
路
線
を

対
象
に
進
め
る
。

　
山
林
の
除
染
に
つ
い
て
は

現
段
階
で
国
・
県
か
ら
方
針

や
方
法
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。

　
住
宅
と
道
路
の
除
染
を

同
時
に
実
施
で
き
な
い
か
。

　

1
月
17
日
の
委
員
会
で

は
、
11
月
21
日
に
北
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
最
初
の
市
民
と
の

意
見
交
換
会
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
残
り
の
6
地
区
で
開

催
す
る
意
見
交
換
会
を
よ
り

良
い
も
の
と
す
る
た
め
に
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
運
営
責
任
者
よ

り
、
開
催
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
委
員
か
ら
は
時
間
配
分

等
に
つ
い
て
質
疑
や
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
市
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
と
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
活
空
間
の
除
染
が
優

先
で
あ
り
、
通
学
路
で
ス

ポ
ッ
ト
的
に
線
量
の
高
い
場

所
は
対
応
を
検
討
す
る
。

農
業
用
水
路
の
除
染

早
期
の
除
染
策
を

　
現
在
は
和
田
・
長
屋

地
区
を
設
計
中
で
、
今
後
は

県
に
事
業
申
請
を
行
い
、
事

業
費
が
確
定
し
た
後
、
発
注

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
線
量
の
高
い
場
所
だ
け

実
施
す
れ
ば
早
期
の
除
染
が

可
能
で
は
な
い
か
。

　
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ

り
、
数
値
を
細
か
く
測
定
し

な
が
ら
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
検

証
し
た
い
。

　

委
員
会
で
の
協
議
の
結

果
、
資
料
の
修
正
等
を
行

い
、
1
月
22
日
に
は
本
宮
地

区
の
3
会
場
、
3
月
25
日
に

は
白
沢
地
区
の
3
会
場
で
市

民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
6
地
区
合
計
で
72
名
の

市
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
当
日

の
会
議
録
は
、
本
宮
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
各
会
場
で
い
た
だ

い
た
ご
意
見
や
ご
提
案
を
集

約
・
精
査
し
、
議
会
と
し
て

の
対
応
方
針
を
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

東日本大震災対策特別委員会

議会活性化検討特別委員会

１
月
開
催
の
市
民
と

の
意
見
交
換
会
の
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
14
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

道
路
お
よ
び
山
林
の
除
染

農
業
用
水
路
の
除
染

▲会議室での審査

▲会議室での審査
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視察研修報告

議会運営・議会改革について調査

議会広報の先進地を視察

　
2
月
5
日
に
埼
玉
県
飯
能

市
議
会
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
飯
能
市
議
会
で
は
、
平
成

24
年
4
月
か
ら
資
料
閲
覧
用

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
全
国

で
一
番
早
く
導
入
し
、
経
費

節
減
や
事
務
改
善
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
議
会
改
革
検
討
会
に
お
い

て
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
情
報
機
器
を
活
用
し
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
環
境
へ

の
配
慮
、
事
務
効
率
化
を
図

る
こ
と
を
視
野
に
検
討
を
行

い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
以
外
の
会
議
資
料

な
ど
を
デ
ー
タ
化
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
閲
覧
す
る

こ
と
で
、
年
間
約
10
万
枚
の

紙
代
や
会
議
録
印
刷
製
本
費

用
の
削
減
が
で
き
、
議
員
へ

の
通
知
文
書
や
資
料
を
電
子

メ
ー
ル
送
信
す
る
こ
と
で
通

信
費
も
削
減
し
て
い
ま
す
。

費
用
削
減
の
効
果
に
よ
り
、

通
信
料
な
ど
の
維
持
管
理
費

や
初
期
設
備
費
も
賄
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　
2
月
12
日
に
、
群
馬
県
吉

岡
町
議
会
の
議
会
広
報
を
調

査
研
修
し
ま
し
た
。

　
吉
岡
町
議
会
は
、
群
馬
県

町
村
議
会
議
長
会
や
全
国
町

村
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る

議
会
広
報
研
修
会
に
積
極
的

に
参
加
す
る
な
ど
、
精
力
的

に
広
報
誌
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

の
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
優
秀
賞
（
第
3

位
）
を
受
賞
す
る
な
ど
、
先

進
的
な
広
報
誌
で
す
。

　
広
報
編
集
に
あ
た
っ
て
は

「
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い
、
親
し
ま
れ
る
」
編
集

を
心
掛
け
、
写
真
は
人
物
が

入
っ
た
動
き
の
あ
る
写
真
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
用
は
議

会
内
で
は
全
員
協
議
会
、
各

委
員
会
、
本
会
議
の
一
般
質

問
の
議
員
作
成
資
料
の
閲
覧

に
使
用
さ
れ
、
そ
の
他
に
議

員
個
人
の
政
務
活
動
や
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
通
信
等
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
導
入

後
は
以
前
の
会
議
資
料
を
見

た
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
調
査
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
政
務
活
動
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の

利
点
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

加
え
、
災
害
時
に
映
像
の
状

況
報
告
が
即
座
に
行
え
る
な

ど
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ

り
、
導
入
の
検
討
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

傍
聴
感
想
の
他
に
、「
私
も

ひ
と
こ
と
」「
吉
岡
ク
イ
ズ
」

な
ど
、
住
民
が
参
加
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
の
充
実
が
特
徴
で

す
。

　
吉
岡
町
議
会
で
は
、
広
く

住
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
を

聴
い
て
、
よ
り
内
容
を
充
実

さ
せ
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
に
す
る
た
め
、
議
会
だ
よ

り
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入

し
、
16
人
の
住
民
に
委
嘱
し

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
吉
岡
町
議
会
の
編
集
方
針

や
広
報
へ
の
熱
意
は
大
変
参

考
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
本
市
の
議
会
だ
よ
り
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

議会運営委員会

議会広報特別委員会

飯能市で使用されている

▲

タブレット端末　

▼吉岡町議場にて

▲「よしおか議会だより」

▲飯能市議場にて
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討論

本議会での討論

　
次
の
事
業
に
は
再
度
、十
分
な
調
査・

検
討
を
要
す
べ
き
と
判
断
し
修
正
案
を

提
出
す
る
。

①
五
百
川
駅
は
狭
く
、
車
の
回
転
も
難

し
い
。
朝
夕
の
混
雑
も
ひ
ど
く
、
早
期

周
辺
改
善
が
望
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
方

策
も
い
ま
だ
検
討
の
段
階
に
な
い
ま
ま
、

駅
に
２ｍ
×
８ｍ
の
看
板
を
６
０
０
万
円

の
予
算
を
か
け
て
設
置
す
る
こ
と
は
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら

ホ
ー
ム
を
活
用
し
た
よ
り
安
価
な
Ｐ
Ｒ

に
す
べ
き
で
あ
る
。

②
千
代
田
橋
は
、
診
断
に
よ
る
と
す
ぐ

に
補
修
が
必
要
な
状
況
で
は
な
く
、
今

回
補
修
す
れ
ば
架
け
替
え
は
い
つ
に
な

る
か
わ
か
ら
な
い
。
昨
年
の
３
月
議
会

で
架
け
替
え
を
求
め
る
陳
情
も
採
択
し

て
い
る
こ
と
か
ら
補
修
で
は
な
く
、
早

期
架
け
替
え
の
方
向
で
検
討
す
べ
き
。

③
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
の
財
源
は
確

定
し
て
お
ら
ず
、
必
要
な
施
設
整
備
等

全
体
構
想
も
不
明
確
で
あ
り
、
将
来
の

負
担
が
心
配
で
あ
る
。
左
岸
の
整
備
状

況
に
よ
っ
て
は
、
堤
頭
の
か
さ
上
げ
も

考
え
ら
れ
る
。
避
難
住
民
と
の
交
流
の

場
と
し
て
な
ら
以
前
よ
り
要
望
の
あ
る

恵
向
公
園
を
整
備
し
て
欲
し
い
。

①
五
百
川
駅
は
福
島・郡
山
間
の
通
勤・

通
学
で
の
利
用
が
95
％
以
上
で
あ
り
、

そ
の
人
た
ち
に
看
板
で
何
を
Ｐ
Ｒ
す
る

の
か
理
解
で
き
な
い
。

②
千
代
田
橋
は
架
け
替
え
の
陳
情
を
採

択
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
補
修
対
応
と

す
る
の
で
は
市
民
の
信
頼
を
失
う
。
将

来
の
計
画
を
示
す
べ
き
。

③
親
水
公
園
整
備
に
つ
い
て
も
、
親
子

ふ
れ
あ
い
広
場
と
か
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
ろ
い
ろ
使
え
る
よ

う
に
す
る
方
法
も
あ
る
。
市
民
が
皆
で

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
管
理
職
手
当
の
10
％
削
減
は
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
。
３
２
０
億
円
の
予
算

を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、
人
的
配
置
も

ふ
さ
わ
し
く
す
べ
き
。

　

千
代
田
橋
は
陳
情
を
採
択
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
架
け
替
え
が
順
当
で
あ
る
。

　
五
百
川
駅
の
看
板
も
お
金
を
か
け
な

い
Ｐ
Ｒ
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
農
業
政
策
で
は
所
得
減
に
な
ら
な
い

政
策
を
。

　
給
食
費
は
上
が
ら
な
い
よ
う
に
対
策

を
す
べ
き
。

　
今
回
の
予
算
は
２
０
０
億
円
近
く
が

除
染
に
関
す
る
費
用
で
あ
る
。
や
は
り

子
ど
も
を
持
つ
親
は
不
安
で
あ
り
、
そ

れ
を
考
え
た
予
算
編
成
で
あ
る
。
県
内

外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
も
早
急
に

帰
還
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
子
ど
も
達

の
命
を
守
る
予
算
と
し
て
賛
成
す
る
。

①
五
百
川
駅
の
看
板
設
置
は
本
市
の
魅

力
を
不
特
定
多
数
の
人
に
Ｐ
Ｒ
す
る
に

は
効
果
的
で
十
分
理
解
で
き
る
。

②
千
代
田
橋
は
検
査
の
結
果
、強
度
不
足

で
あ
る
た
め
、そ
の
目
の
前
の
危
険
を
考

慮
し
、架
け
替
え
は
今
後
も
検
討
し
な
が

ら
も
、補
修
は
早
期
に
必
要
で
あ
る
。

③
親
水
公
園
に
つ
い
て
、
本
市
に
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
な
く
、
地
域
の

方
々
も
必
要
と
し
て
い
る
。

　3月 19日の本会議では、議案第 23号「平成 26年度本宮市一般会計予算」に対する
修正案が提出され、討論が行われました。争点となった事業は以下の 3点です。
　①五百川駅に市の PR看板を設置する事業
　②千代田橋補修工事
　③阿武隈川の河川敷に親水公園を設置し、その中にパークゴルフ場を整備する事業

渡
辺
秀
雄
議
員

議
案
第
23
号
修
正
案

提
案
理
由

国
分
勝
広
議
員

渡
辺
忠
夫
議
員

根
本
七
太
議
員

三
瓶
裕
司
議
員

修
正
案
賛
成
討
論

原
案
お
よ
び
修
正
案
反
対
討
論

原
案
賛
成
討
論

修
正
案
反
対
討
論
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議案賛否

会 派 名 みらい創和会 新 風 会 共 無 所 属 －

 議員名

議案

川
名　
正
勝

国
分　
民
雄

渡
辺　
善
元

円
谷　
長
作

佐
々
木
広
文

渡
辺
由
紀
雄

次
藤　
　
栄

遠
藤　
孝
夫

川
名　
順
子

山
本　
　
勤

三
瓶　
裕
司

菅
野　
健
治

國
分　
義
之

渡
辺　
忠
夫

菊
田　
広
嗣

橋
本　
善
壽

後
藤　
省
一

根
本　
七
太

渡
辺　
秀
雄

伊
藤　
隆
一

矢
島　
義
謙

国
分　
勝
広

作
田　
　
博

議案第23号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ －

賛成多数で原案が可決！3月定例会賛否一覧

※○は原案に賛成　●は原案および修正案に反対　◎は修正案に賛成　欠は欠席（インフルエンザのため）
※議長（作田　博）は採決に加わらない
※会派名の略称は以下のとおり　共…日本共産党

PR看板設置予定の
 五百川駅

補修工事が行われる千代田橋

パークゴルフ場予定地
 （高木字長瀬地内）

１

２

3
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意見交換会報告

第１回 本宮市議会 市民との意見交換会

・ 

議
員
が
市
民
の
集
ま
り
な
ど
に
積

極
的
に
出
向
い
て
は
ど
う
か
。

・ 

会
派
の
代
表
質
問
は
行
わ
れ
な
い

の
か
。

・ 

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
も
政
務
活

動
費
の
交
付
を
受
け
て
は
ど
う

か
。

・ 

議
案
に
対
し
て
原
案
可
決
が
多

い
。
執
行
部
に
物
を
申
す
事
が
出

来
る
環
境
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

・ 
人
口
増
加
を
見
据
え
た
、
五
百
川

駅
周
辺
開
発
を
進
め
て
欲
し
い
。

・ 

五
百
川
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
狭

く
、
子
ど
も
の
送
り
迎
え
等
で
非

常
に
危
険
。
早
急
に
改
善
を
。

・ 

荒
井
地
区
公
民
館
周
辺
が
暗
い
。

街
灯
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

・ 

本
宮
イ
ン
タ
ー
は
国
道
４
号
線
が

近
く
便
利
だ
が
、
信
号
で
渋
滞
し

て
し
ま
う
。
蛇
ノ
鼻
周
辺
に
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
設
置
を
。

・ 

本
宮
二
中
学
区
地
域
の
住
民
に
福
祉
文

化
的
施
設
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
平
等
に
近
い
形
で
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
施
策
を
実
施
し
て
欲
し
い
。

・ 

意
見
交
換
会
は
幼
児
教
育
や
介
護
問

題
等
、
該
当
す
る
年
齢
の
方
に
絞
り

参
集
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

・ 

議
会
だ
よ
り
に
期
待
す
る
の
は
今
議

会
で
何
が
起
き
て
い
る
か
。
紙
面
に

限
り
の
あ
る
中
で
工
夫
を
。

当日の詳しい会議録は、本宮市議会のホームページに掲載しています。
平成 26年 3月 25日開催の意見交換会の結果は、次号でお伝えします。

会
場
：
荒
井
地
区
公
民
館

参
加
市
民
：
７
名

出
席
議
員
：
橋
本
善
壽
、
渡
辺
秀
雄
、

川
名
順
子
、遠
藤
孝
夫
、渡
辺
由
紀
雄
、

矢
島
義
謙
、
渡
辺
忠
夫
（
７
名
）

会
場
：
岩
根
地
区
公
民
館

参
加
市
民
：
10
名

出
席
議
員
：
次
藤　
栄
、
根
本
七
太
、

渡
辺
善
元
、
伊
藤
隆
一
、
国
分
民
雄
、

國
分
義
之
（
６
名
）

会
場
：
え
ぽ
か

参
加
市
民
：
８
名

出
席
議
員
：
菊
田
広
嗣
、
三
瓶
裕
司
、

後
藤
省
一
、
円
谷
長
作
、
山
本　
勤
、

川
名
正
勝
、
国
分
勝
広
（
７
名
）

平成 26年１月 22日に本宮地区の３会場で開催しました。それぞれの会場での結果を
ご報告いたします。いただいたご意見やご提案については、議会活性化検討特別委員会
で集約・精査を行い、今後の政策形成に生かしていきます。

主
な
ご
意
見

ま
ゆ
み
小
学
校
区

五
百
川
小
学
校
区

岩
根
小
学
校
区

主
な
ご
意
見

主
な
ご
意
見
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一
般
質
問市

政
を

税の公平性を考えた保育料補助を

問

問

答

答

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
設
置
へ
現
況
は

幼
保
料
金
は
平
均
的
に
減
額
を

情
報
を
収
集
し
、
検
討
し
た
い

その他の質問
 ・公営住宅について
 ・農業後継者育成の施策について

本
市
と
し
て
は
２
段
構
え
の
形
を
取
る

菊田広嗣
議員

問14
人
の
議
員
が
登
壇

う

問
定
住
促
進
と
し
て
の
幼

稚
園
・
保
育
所
の
一
部

無
料
化
で
、
例
え
ば
保
育
所

で
見
る
と
無
料
に
な
る
子
ど

も
は
62
名
、
５
千
円
だ
け
減

額
の
子
ど
も
は
２
５
４
名
で

あ
る
。
同
じ
４
，
５
０
０
万

円
の
予
算
で
あ
れ
ば
税
の
公

平
性
か
ら
見
て
も
平
均
的
に

減
額
す
べ
き
で
は
。

問
後
期
基
本
計
画
の
中
の一

文
に
「
へ
そ
の
ま
ち
と
し

て
の
地
の
利
を
生
か
し
」
と
あ

る
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
設

置
は
定
住
促
進
の
観
点
か
ら

も
非
常
に
有
用
で
あ
る
と
考

え
る
。
以
前
に
も
質
問
し
、
調

査
研
究
す
る
と
い
う
話
だ
っ
た

が
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
年
少
お
よ
び
特
定
扶
養

控
除
廃
止
で
負
担
感
が

増
し
て
い
る
。
低
所
得
者
対

策
と
し
て
、
そ
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
さ
ら
に
子
育
て
し

や
す
い
と
い
う
実
感
が
全
体

的
に
行
き
渡
る
よ
う
、
第
三

階
層
ま
で
は
無
料
、
第
四
階

層
以
上
は
一
律
の
交
付
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
る
。

答
今
年
度
、
福
島
県
道
路

整
備
促
進
協
議
会
の
中

に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
等
を

推
進
す
る
部
会
が
新
た
に
設

置
さ
れ
た
。
こ
の
推
進
部
会

等
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

答

答
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豪雪被害へ早急な補助を

問

問

答

答

市
有
地
等
を
仮
・
仮
置
き
場
に
し
て
は

豪
雪
被
害
者
へ
の
補
助
の
考
え
は

仮
・
仮
置
き
場
選
定
に
努
力
し
た
い

その他の質問
 ・農地中間管理機構について本市の対応は
 ・地下自由通路の防犯体制は

ど
の
よ
う
な
補
助
が
良
い
か
検
討
す
る

橋本善壽
議員

問
30
年
に
一
度
と
言
わ
れ

て
い
る
２
月
15
日
の
豪

雪
で
、
農
林
施
設
や
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
等
に
大
き
な
被
害

を
被
っ
た
方
が
多
く
い
る
。

こ
れ
ら
は
私
有
財
産
で
あ
る

が
被
害
者
に
対
し
て
本
市
の

補
助
の
考
え
は
。
ま
た
国
や

県
に
対
し
て
補
助
等
の
働
き

か
け
の
考
え
は
。

問
宅
地
内
や
住
宅
団
地
等

に
は
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ

を
一
時
保
管
す
る
場
所
が
な

い
た
め
に
除
染
が
進
め
ら
れ

ず
、
遅
れ
て
い
る
地
区
が
あ

る
現
実
は
あ
る
の
か
。
地
域

間
の
境
界
を
外
し
て
、
市
有

地
や
除
染
が
終
了
し
た
他
地

区
の
仮
置
き
場
で
の
一
時
保

管
を
考
え
て
は
。

答
国
や
県
の
動
き
で
は
経

営
体
制
支
援
事
業
の
中

で
補
助
の
増
高
を
図
る
と
示

し
て
い
る
。
市
で
も
ど
の
よ

う
な
補
助
が
良
い
の
か
検
討

中
で
あ
る
。
ま
た
、
２
市
１

村
と
Ｊ
Ａ
で
県
に
対
し
て
補

助
の
拡
大
等
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

答
住
宅
が
密
集
し
て
い
る

地
域
な
ど
は
、
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
グ
を一
時
的
に
置
く
場

所
が
見
つ
か
ら
ず
除
染
が
実

施
で
き
な
い
と
い
う
現
実
は

あ
る
。
仮
置
き
場
が
で
き
る

ま
で一時
的
な
置
き
場
所
の
選

定
に
努
力
を
し
て
、
迅
速
な

作
業
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問

答

答

お返しをＰＲに活用しては

問

問

答

答

本
市
に
お
け
る
雇
用
対
策
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
返
し
の
検
討
を

企
業
誘
致
な
ど
対
策
を
進
め
て
い
る

その他の質問
 ・学力向上の取り組みについて
 ・市民の歌について

Ｐ
Ｒ
の
形
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い

後藤省一
議員

問
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ

る
方
は
、
本
市
に
強
い

想
い
を
持
っ
て
寄
附
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
方
々
に
寄
附
金

の
半
分
程
度
の
本
市
産
の
米

や
野
菜
、
宿
泊
チ
ケ
ッ
ト
等

を
送
り
、
寄
附
者
の
地
元
で

分
け
て
い
た
だ
き
本
宮
を

知
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
来

て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え

は
。

問
福
島
労
働
局
の
発
表
に

よ
る
と
県
内
の
求
人
倍

率
が
１・
３
倍
と
21
年
ぶ
り

に
高
水
準
と
な
っ
た
が
、
震

災
関
係
や
業
種
別
人
手
不
足

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
大
き
な
課

題
と
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、本
市
の
雇
用
対
策
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
は
本
人

の
善
意
に
よ
り
寄
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
、
そ
れ

に
対
し
品
物
を
返
す
と
い
う

こ
と
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

本
宮
市
を
懐
か
し
ん
で
い
た

だ
い
た
り
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
方
法
を
検
討
し

た
い
。

答
ま
ず
市
内
で
の
雇
用
の
場

確
保
の
た
め
企
業
誘
致

を
推
進
し
、さ
ら
に
現
存
の
企

業
お
よ
び
新
た
に
進
出
す
る
企

業
に
は
地
元
出
身
者
の
雇
用
を

働
き
か
け
る
。
新
卒
者
に
は
２

市
１
村
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
、
地
元
企
業
に
よ
る
求
人

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

問

問

答

答
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パークゴルフ場の設置要望がある恵向公園

問

問

答

答

本
宮
駅
西
口
整
備
の
効
果
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
既
存
施
設
整
備
で

地
域
の
魅
力
向
上
や
活
性
化
を
図
る

その他の質問
 ・豪雪時における課題は
 ・本市の通園通学支援は

親
水
公
園
を
造
る
こ
と
が
第
一
義

渡辺秀雄
議員

問
阿
武
隈
川
の
河
川
敷
に

約
３
，５
０
０
万
円
か

け
て
親
水
公
園
・
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
整
備
す
る
計
画

は
、
ト
イ
レ
や
駐
車
場
、
道

路
の
舗
装
な
ど
後
年
度
負
担

が
多
く
見
込
ま
れ
る
。
恵
向

公
園
は
以
前
か
ら
市
民
の
要

望
も
あ
る
。
既
存
施
設
を
活

用
す
べ
き
で
は
。

問
人
口
も
本
宮
駅
利
用
者

も
減
少
し
て
い
る
現
状

を
考
え
る
と
、
東
西
自
由
通

路
お
よ
び
西
口
広
場
整
備

は
、
定
住
促
進
や
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
本
当
に
効
果
が
あ

る
の
か
。
ど
う
予
測
し
て
い

る
の
か
。

答
阿
武
隈
川
の
築
堤
事
業

で
親
水
公
園
の
検
討
を

行
っ
て
き
た
中
、
親
水
公
園

で
あ
れ
ば
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
と
い
う
提
案
が
あ
り
検
討

し
た
も
の
で
、
第
一
義
は
親

水
公
園
を
造
る
こ
と
で
あ
る
。

ト
イ
レ
や
駐
車
場
等
は
財
源

的
な
部
分
も
含
め
て
国
土
交

通
省
と
協
議
し
て
い
く
。

答
生
活
環
境
や
小
売
り
環

境
、
活
動
の
場
の
創
出
に

よ
り
多
様
な
世
代
の
居
住
の
場

と
し
て
の
魅
力
向
上
と
、に
ぎ
わ

い
の
回
復
を
図
り
人
口
の
流
入
、

定
着
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。

ま
た
東
西
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に

よ
り
住
宅
地
の
西
側
進
展
や
、

商
店
街
等
の
活
性
化
を
図
る
。

問

問

答

答

二本松・金屋線（北大沢地内）

問

問

答

答

復
興
住
宅
の
場
所
は
複
数
の
案
を

二
本
松
・
金
屋
線
整
備
の
現
状
は

今
回
は
浪
江
町
の
意
向
を
尊
重
し
た

その他の質問
 ・少子化対策について
 ・工業団地の整備について

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い

根本七太
議員

問
①
江
口
駒
込
間
バ
イ
パ

ス
計
画
の
現
状
と
今
後

は
。

②
糠
沢
八
幡
の
仲
川
に
架

か
る
橋
と
そ
れ
に
つ
な
が
る

バ
イ
パ
ス
整
備
の
現
状
は
。

③
二
本
松
・
金
屋
線
を
整
備

し
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
が
で
き
る
健
康
増
進

ロ
ー
ド
と
し
て
国
・
県
と
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
は
。

問
復
興
公
営
住
宅
は
、
現

在
避
難
し
て
い
る
浪
江

町
民
の
方
々
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、い
く
つ
か
案
を
示
し
、

そ
の
中
か
ら
選
択
す
べ
き
と

思
う
が
市
の
見
解
は
。

答
①
県
で
は
計
画
は
な
い

が
、
市
が
要
望
し
た
北

大
沢
地
内
の
狭
い
箇
所
の
拡

幅
な
ど
調
査
に
着
手
し
て
い

る
。

②
橋
は
現
在
上
部
工
を
施
工

中
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
に

は
供
用
を
開
始
し
た
い
。

③
専
用
的
な
整
備
は
難
し
い

が
、
そ
の
よ
う
な
利
用
は
可

能
で
あ
る
。

答
入
居
さ
れ
る
方
の
意
見

も
当
然
必
要
と
認
識
す

る
が
、
今
回
の
復
興
公
営
住

宅
に
つ
い
て
は
基
礎
自
治
体

と
し
て
浪
江
町
が
あ
り
、
町

を
再
生
し
て
町
に
戻
る
と
い

う
目
的
の
中
で
、
浪
江
町
の

意
向
を
尊
重
し
た
形
で
あ

る
。

問

答

答

問
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浸水被害の防止を（えぽか南側水路）
ファシリティマネジメント…公共施設等を立て替えではなくニーズに
合わせた改修等により長持ちさせ、経費も総合的に節約する方法。

問

問

答

答

水
路
の
拡
幅
で
浸
水
被
害
対
策
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
を

１
箇
所
に
集
中
し
な
い
よ
う
対
応
す
る

その他の質問
 ・少子化対策の原因である未婚率増加に対策を
 ・へそのまち施策の効果は

耐
震
診
断
を
行
い
、
検
討
し
た
い

国分勝広
議員

問
急
激
な
少
子
高
齢
化
時

代
に
入
っ
て
市
民
税
の

減
少
と
高
齢
者
福
祉
費
の
増

加
に
よ
り
、
中
長
期
の
財
政

は
厳
し
く
な
る
。
そ
れ
に
備

え
る
た
め
、
公
共
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
の
一
元
化
を
図

る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
推
進
し
、
次
世
代
の

負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
は
。

問
昨
年
８
月
の
豪
雨
時
は

堂
川
流
域
と
万
世
地
区

で
床
下
・
床
上
浸
水
被
害
が

多
数
あ
っ
た
。
市
民
の
安
心

の
た
め
今
後
の
対
策
と
し
て

一つ
の
水
路
に
負
荷
を
か
け
な

い
よ
う
な
効
果
的
な
分
水
と
、

排
水
路
の
断
面
積
の
拡
幅
改

良
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
国
で
は
立
て
替
え
よ
り

長
寿
命
化
の
施
策
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
本
市
で

は
新
年
度
に
は
社
会
教
育
施

設
等
の
耐
震
診
断
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
耐
震

工
事
の
必
要
性
等
の
判
断
を

し
な
が
ら
計
画
を
作
り
た
い
。

答
分
水
は
大
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
、
事
前
に
ゲ
ー

ト
操
作
等
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、

水
路
の
断
面
積
は
10
年
確
立
の

雨
量
に
対
す
る
計
画
で
進
め
て

い
る
。
昨
年
の
よ
う
な
集
中
豪

雨
で
は
厳
し
い
が
、
１
箇
所
に

集
中
し
な
い
よ
う
調
整
を
図
り
、

被
害
を
少
な
く
し
て
い
き
た
い
。

問

答

答

新たな米政策への対応は

問

問

答

答

通
学
路
の
除
雪
対
策
は

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
方
向
性
は

効
率
的
な
除
雪
や
体
制
を
考
え
た
い

その他の質問
 ・財政健全化の方策について

き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
受
け
考
え
た
い

渡辺善元
議員

問
新
年
度
に
お
け
る
新
た

な
水
田
農
業
政
策
に
対

す
る
本
市
の
見
解
は
。ま
た
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
立
ち

上
げ
に
伴
っ
て
本
市
の
方
向

性
は
。

問
今
回
の
大
雪
に
伴
う
本

市
の
通
学
路
の
除
雪
対

応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
の

支
援
に
つ
い
て
考
え
は
。

答
米
の
直
接
支
払
交
付
金

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
な

ど
で
大
き
な
影
響
が
出
て
く

る
と
認
識
し
て
お
り
、
説
明

会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
農

地
中
間
管
理
機
構
で
は
農
地

を
集
約
し
た
中
で
運
営
は
市

町
村
等
に
な
る
。
き
ち
ん
と

し
た
説
明
を
受
け
、
市
民
に

も
説
明
し
た
い
。

答
ま
ず
１
車
線
分
の
除
雪

を
優
先
し
た
た
め
、
通
学

路
に
は
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら

効
率
的
な
体
制
を
考
え
た
い
。

高
齢
者
へ
は
要
援
護
者
支
援
シ

ス
テ
ム
の
活
用
や
地
域
福
祉
計

画
に
よ
り
地
域
で
の
支
援
の
仕

組
み
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

問

問

答

答
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地産地消の推奨のため直売所へ支援を

問

問

答

答

自
然
災
害
へ
の
対
応
は

地
産
地
消
の
推
進
策
は

地
域
全
体
で
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い

その他の質問
 ・平成26年度の財政需要と財源確保策について
 ・ＰＭ 2. ５等気象情報の注意喚起について

生
産
段
階
の
管
理
や
条
件
づ
く
り
も

円谷長作
議員

問
県
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会
が
昨
年
６
月
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
れ
ば
県
産
品
の
食
料
を
多

く
購
入
す
る
と
答
え
た
の
は

67
％
で
あ
る
。
食
に
お
け
る

行
政
の
地
産
地
消
支
援
策

は
。
ま
た
、
直
売
所
な
ど
の

地
元
産
品
の
販
売
場
所
確
保

に
つ
い
て
市
の
支
援
の
考
え

は
。

問
人
や
機
具
等
を
活
用
し
た

労
働
に
加
え
、情
報
の
提

供
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
市
民

の
協
力
体
制
を
作
っ
て
い
く
べ

き
で
は
。
２
月
の
豪
雪
に
よ
り

幼
稚
園
、保
育
所
、小・中
学
校

が
３
日
間
に
渡
り
休
校
な
ど
の

影
響
を
受
け
た
が
市
の
除
雪
対

応
は
。

答
行
政
が
で
き
る
地
産
地

消
推
奨
策
と
し
て
、
地

元
で
と
れ
た
野
菜
を
一
番
先

に
安
全
に
食
べ
て
い
く
こ
と

が
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、

さ
ら
に
生
産
段
階
で
の
管
理

や
条
件
づ
く
り
も
地
産
地
消

に
結
び
つ
く
と
考
え
る
。
直

売
所
に
つ
い
て
は
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
た
い
。

答
自
然
災
害
へ
は
市
や
消
防

団
だ
け
で
な
く
自
主
防
災

組
織
や
町
内
会
、行
政
区
等
で
も

万
全
を
期
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
た
い
。
そ
の
中
で
重

機
等
や
情
報
連
絡
の
協
力
体
制

を
作
り
た
い
。
市
で
は
１
日
最

大
で
27
台
の
重
機
を
借
り
上
げ

除
雪
を
行
っ
た
。

問

問

答

答

現在の施設を移転し駅と直結してみては

問

問

答

答

駅
舎
に
複
合
施
設
を
併
設
す
る
考
え
は

い
じ
め
や
不
登
校
者
を
出
さ
な
い
策
は

人
が
集
ま
る
空
間
を
目
指
し
た
い

その他の質問
 ・通園・通学支援について
 ・岳山ふれあいの森について

日
頃
の
情
報
交
換
で
未
然
防
止
を
図
る

菅野健治
議員

問
平
成
25
年
度
の
い
じ
め

の
件
数
は
。
ま
た
、
不

登
校
者
は
何
名
か
。

　
新
学
期
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
い
じ
め
や
不
登
校
者
を

出
さ
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
す
る
の
か
。

問
駅
舎
整
備
と
併
せ
駅
の
利

便
性
を
生
か
し
た
複
合
施

設
も
必
要
で
あ
る
。
待
ち
時
間

を
活
用
で
き
る
図
書
館
の
新
設

や
、
老
朽
化
し
た
中
央
公
民
館
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
を
移
転

し
駅
と
直
結
さ
せ
、
現
在
の
土

地
は
定
住
促
進
住
宅
用
地
と
し

て
分
譲
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
い
じ
め
は
５
件
で
全
て

中
学
校
で
あ
る
。
不
登

校
は
小
学
校
が
３
名
、
中
学

校
が
31
名
で
、
う
ち
13
名
は

復
帰
の
傾
向
に
あ
る
。
対
策

と
し
て
は
幼
稚
園
・
保
育
所
、

小
・
中
学
校
間
で
家
庭
の
状

況
や
学
習
の
記
録
等
、
日
頃

か
ら
情
報
交
換
を
行
い
、
未

然
防
止
に
努
め
て
い
く
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
図
書
館

が
必
要
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
市
民
の
意
見
を
く
み
取
り

な
が
ら
、
議
会
の
意
見
と
も
調

整
し
進
め
て
い
く
。
駅
舎
だ
け

の
機
能
で
は
に
ぎ
わ
い
創
出
も

で
き
な
い
。
一
番
の
目
標
で
あ

る
東
西
ア
ク
セ
ス
整
備
も
含
め

て
意
見
交
換
を
進
め
て
い
く
。

問

答

答

問



20もとみや議会だより第34号

子どものスマホ依存を防ぐ対策を

問

問

答

答

高
齢
者
住
宅
改
修
事
業
の
拡
大
は

青
少
年
の
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
は

今
後
必
要
性
等
を
勘
案
し
検
討
す
る

その他の質問
 ・ガン教育について
 ・臨時福祉給付金について

講
演
会
等
を
開
催
し
啓
発
に
努
め
た
い

川名順子
議員

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
生
活
は
便
利
に
な

り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、
反

面
、
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
依
存

に
な
る
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
。
本
市
で
の
小
・
中
学
生

の
携
帯
電
話
の
所
持
率
お
よ

び
ネ
ッ
ト
依
存
の
怖
さ
を
認

識
さ
せ
る
対
策
は
。

問
高
齢
者
住
宅
改
修
事
業

の
実
施
状
況
、実
績
は
。

最
近
、
火
災
が
多
発
し
て
お

り
、
犠
牲
者
の
多
く
は
高
齢

者
で
あ
る
。
高
齢
者
住
宅
改

修
事
業
は
市
単
独
事
業
で
あ

り
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
も
条
件
に
加
え
て
は
ど

う
か
。

答
調
査
で
は
携
帯
で
通
話

や
メ
ー
ル
を
し
て
い
る

と
答
え
た
の
は
小
学
６
年
生

37
・
８
％
、
中
学
３
年
生
で

45
・５
％
だ
っ
た
。
対
策
と
し

て
は
、
児
童
・
生
徒
と
保
護

者
を
対
象
に
携
帯
安
全
教
室

な
ど
の
講
習
会
の
開
催
や
適

切
な
使
用
や
判
断
を
学
校
で

指
導
を
し
て
い
る
。

答
助
成
額
の
実
績
は
平

成
24
年
度
が
13
件
、

１
９
７
万
７
，８
２
０
円
、
25

年
度
が
27
件
３
５
７
万
２
，

５
４
６
円
で
あ
る
。
Ｉ
Ｈ
ヒ
ー

タ
ー
は
現
在
も
希
望
が
あ
れ
ば

お
配
り
し
て
い
る
。
今
後
、
必

要
性
や
停
電
時
の
対
策
等
総

合
的
に
勘
案
し
検
討
し
た
い
。

問

答

答

福島県の復興公営住宅モデルルーム

問

問

答

答

復
興
住
宅
で
業
者
に
対
し
市
の
対
応
は

万
世
・
千
代
田
地
内
水
路
工
事
計
画
は

市
内
業
者
へ
の
発
注
を
前
向
き
に
検
討

その他の質問
 ・自由通路および東西アクセス整備計画について
 ・橋梁長寿命化修繕計画について

現
地
を
調
査
し
必
要
が
あ
れ
ば
計
画
を

山本　勤
議員

問
何
十
年
と
続
い
た
下
江

堀
水
利
組
合
は
平
成
24

年
度
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
に

幕
を
引
い
た
。
懸
念
が
残
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
26
年

度
予
算
の
中
に
万
世
・
鍋
田

線
の
水
路
改
良
工
事
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
万
世
・
千
代
田
地
内
の
水

路
工
事
計
画
は
。

問
復
興
公
営
住
宅
整
備
事

業
は
本
市
に
と
っ
て
大

き
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
市

内
の
関
係
業
者
に
と
っ
て
も

同
様
に
、
意
義
の
あ
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
工
事
に
当

た
っ
て
は
地
元
が
一
丸
と
な

り
取
り
組
む
が
、
業
者
に
対

す
る
今
後
の
市
の
対
応
は
。

答
万
世
・
鍋
田
線
の
上
流

部
は
改
良
の
計
画
が
あ

る
。
万
世
・
千
代
田
地
区
の

そ
の
他
の
場
所
に
つ
い
て
は

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、

現
地
調
査
を
し
、
過
去
の
事

例
を
含
め
た
中
で
、
必
要
性

が
出
て
く
れ
ば
他
の
要
望
箇

所
と
併
せ
て
計
画
し
て
い
き

た
い
。

答
今
回
の
復
興
公
営
住
宅

の
整
備
に
当
た
っ
て
は

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成

交
付
金
を
使
い
、
本
市
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
実

施
す
る
。
建
設
関
係
は
市
内

の
業
者
に
発
注
す
る
こ
と
を

前
向
き
に
検
討
し
、
発
注
方

法
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問

問

答

答
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市民生活にも大きな影響が

問

問

答

答

今
後
の
除
雪
対
策
は

原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
市
の
認
識
は

行
政
と
市
民
の
協
働
を
検
討
し
て
い
く

その他の質問
 ・農業振興対策について
 ・市長、副市長などの給与減額について

将
来
的
に
は
原
発
ゼ
ロ
に
す
べ
き

渡辺忠夫
議員

問
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
の
「
過
酷
事
故
」

か
ら
３
年
た
っ
た
今
な
お
、

13
万
６
千
人
が
避
難
生
活
を

続
け
て
い
る
。
全
産
業
・
全

分
野
に
被
害
が
続
く
が
賠
償

は
ど
こ
で
も
一
部
分
の
み
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
、
国

の
原
発
再
稼
働
、
推
進
に
つ

い
て
市
の
認
識
は
。

問
２
月
15
、
16
日
の
大
雪

は
今
ま
で
に
経
験
の
な

い
大
雪
だ
っ
た
。
除
雪
対
策

に
つ
い
て
市
民
か
ら
の
声
も
多

か
っ
た
が
今
後
の
対
策
は
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
周
辺
の
歩
道

の
除
雪
対
策
と
し
て
、
吹
き
飛

ば
せ
る
除
雪
機
を
設
置
し
て
対

応
す
る
こ
と
な
ど
考
え
て
は
。

答
再
稼
働
に
つ
い
て
は
反

対
の
立
場
を
示
し
て
い

る
。
今
後
、
進
め
る
べ
き
は

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
福

島
県
以
外
の
原
発
は
時
間
が

か
か
る
か
も
知
れ
な
い
が
将

来
的
に
は
原
発
は
ゼ
ロ
に
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

答
除
雪
機
械
等
の
計
画
的

な
配
置
で
効
率
的
に
除

雪
を
行
い
た
い
。
市
だ
け
で
対

応
で
き
な
い
部
分
は
、
行
政
と

市
民
が
協
働
し
て
い
く
方
策
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。
通
学
路

を
含
め
た
歩
道
の
除
雪
は
、
小

型
除
雪
機
の
配
置
も
含
め
今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

問

答

答

道路拡幅で利便性向上へ（県道本宮停車場線）

問

問

答

答

介
護
予
防
事
業
の
展
開
は

県
道
本
宮
停
車
場
線
拡
幅
の
計
画
は

サ
ロ
ン
等
で
各
種
介
護
指
導
を
行
う

その他の質問
 ・平成 25年度の防災訓練を終えての検証は
 ・大型車専用休憩所の必要性は

平
成
31
年
度
ま
で
の
７
年
間
で
進
め
る

三瓶裕司
議員

問
駅
前
東
口
広
場
が
完
成

し
、
駅
利
用
者
の
車
の

渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た
。ま
た
、

西
口
開
発
・
東
西
自
由
通
路

も
計
画
さ
れ
、
今
後
県
道
の

拡
幅
整
備
が
行
わ
れ
れ
ば
本

宮
の
玄
関
口
と
し
て
利
便
性

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
現

在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計

画
は
。

問
高
齢
化
が
進
み
年
々
増
え

る
要
支
援
・
介
護
者
や
高

齢
者
の
方
々
に
は
積
極
的
に
講

演
会
や
運
動
教
室
に
参
加
し
て

元
気
に
生
活
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
本
市
で
も
介
護
予
防
に「
百

歳
体
操
」
を
取
り
入
れ
る
が
、

１
次
予
防
・
２
次
予
防
の
事
業

な
ど
今
後
の
介
護
予
防
事
業
は
。

答
県
で
は
国
の
認
可
を
受

け
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
の
７
年
間
で

進
め
る
予
定
で
あ
り
、
設
計・

用
地
測
量
に
係
る
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
後
は
地
権

者
と
の
境
界
確
認
と
事
業
用

地
測
量
を
完
了
さ
せ
、
一
部

の
物
件
調
査
と
用
地
協
議
に

着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

答
１
次
予
防
は
、
誰
で
も
参

加
で
き
、
誰
で
も
で
き
る

も
の
を
核
と
し
て
進
め
た
い
。

百
歳
体
操
の
他
に
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
で
の
転
倒
予
防
教
室
や
口

腔
教
室
等
多
彩
な
講
演
会
を
展

開
し
た
い
。
２
次
予
防
は
把
握

事
業
の
中
で
運
動
教
室
と
口
腔

教
室
の
２
本
立
て
で
進
め
た
い
。

問

問

答

答

問
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早期の周辺整備が望まれる五百川駅

問

問

答

答

五
百
川
駅
周
辺
整
備
計
画
は

本
市
の
人
間
育
成
対
策
は各

計
画
で
調
整
を
図
り
実
施
し
た
い

その他の質問
 ・一斗内・赤坂線の改良事業について
 ・大雪により主要道路が通行できなかった理由は

教
師
が
愛
情
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と

矢島義謙
議員

問
県
教
育
委
員
会
は
、
本

県
復
興
の
柱
と
な
る
人

材
育
成
に
向
け
て
、
平
成
26

年
度
か
ら
算
数
、
数
学
で
教

師
の
指
導
力
を
強
化
す
る
コ

ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
選
考
し

指
導
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
学
力
向
上
と
人
間
育
成

対
策
の
考
え
は
。

問
議
会
や
市
民
か
ら
強
い

要
望
の
あ
る
五
百
川
駅
周

辺
環
境
整
備
構
想
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
構
想
が
あ
る
と
す
れ
ば

土
地
の
確
保
等
を
し
っ
か
り
行

わ
な
け
れ
ば
計
画
が
と
ん
挫
し

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
コ
ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が

導
入
さ
れ
れ
ば
、
授

業
に
当
た
っ
た
際
は
子
ど
も

に
と
っ
て
も
教
職
員
に
と
っ

て
も
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
る

と
考
え
る
。
人
間
育
成
は
教

師
が
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾

け
、
受
容
的
・
共
感
的
な
態

度
で
教
育
に
当
た
る
と
い
う

こ
と
が
一
番
大
切
と
考
え
る
。

答
市
と
し
て
も
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
構

想
を
早
急
に
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
る
。
国
土
利
用
計

画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
等
の
中
で
有
効
な
土
地

の
利
用
や
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

問

答

答

ホームページアドレス
http://www.city.motomiya.lg.jp/site/gikai/

にアクセス！
それか、「本宮市議会」で検索してね♪

　
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
様
々

な
事
柄
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て

決
定
し
実
行
す
る
の
が
、
市
議
会
と
市
長

で
す
。
市
議
会
と
市
長
は
お
互
い
に
討
議

し
、
協
調
を
図
り
な
が
ら
よ
り
良
い
市
政

の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
の
３
階
の
議
事
堂
で
開
か
れ
る

本
会
議
に
は
、年
４
回
（
３
月・
６
月・
９
月・

12
月
）
の
定
例
会
と
、
必
要
に
応
じ
て
招

集
さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。
議
会
の

日
程
は
、
市
の
防
災
行
政
無
線
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
傍
聴

は
当
日
、
住
所
と
名
前
を
記
入
す
る
だ
け

で
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
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第２回臨時会 第１回臨時会

平成25年度一般会計補正予算
歳入歳出に
1億2,200万円を増額

平成25年度一般会計補正予算　
歳入歳出に
3,900万円を増額

岩根小学校体育館建設工事の
 請負契約を締結

▲更新予定のみずいろ公園の複合遊具

▲体育館建設予定地（岩根小学校）

　

２
月
21
日
に
、
第
２
回
臨
時
会
が

開
か
れ
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

歳
入
・
歳
出
の
そ
れ
ぞ
れ
に

１
億
２
，２
２
４
万
２
千
円
を
増
額

し
、２
５
９
億
３
，２
５
２
万
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
補
正
内
容
は
、
み
ず
い
ろ

公
園
の
遊
具
を
更
新
す
る
た
め
の
工

事
費
な
ど
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
福
島
定
住
等

緊
急
支
援
交
付
金
事
業
補
助
金
や
、

震
災
復
興
特
別
交
付
税
で
す
。

　

１
月
21
日
に
、
第
１
回
臨
時

会
が
開
か
れ
、
岩
根
小
学
校
体

育
館
建
設
（
建
築
主
体
）
工
事

請
負
契
約
の
締
結
や
平
成
25
年

度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
岩
根
小
学
校
体
育
館
建
設
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、

入
札
の
結
果
落
札
と
な
っ
た
光

建
設
㈱
と
契
約
締
結
す
る
た
め

に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。
な
お
、
契
約
の
金
額
は

４
億
５
，７
０
５
万
６
千
円
で

す
。

　

補
正
予
算
で
は
、
歳
入
・
歳
出

の
そ
れ
ぞ
れ
に
３
，
９
０
６
万
５
千

円
を
増
額
し
、
２
５
８
億
１
，

０
２
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、
放

射
能
対
策
と
し
て
市
内
の
圃
場
所

有
者
に
対
し
て
、
カ
リ
肥
料
を
配

布
す
る
た
め
の
経
費
や
、
８
月
５

日
集
中
豪
雨
に
よ
り
崩
落
し
た
桝

形
集
会
所
法
面
の
災
害
復
旧
工
事

費
な
ど
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
福
島
県
営

農
再
開
支
援
事
業
補
助
金
や
災
害

復
旧
事
業
債
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。

平成25年度一般会計補正予算

第11号

平成25年度一般会計補正予算　

を増額

第10号

みずいろ公園遊具更新工事のための
 予算を計上

１億２,２００万円
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中
学
校
で
も

 

が
ん
ば
れ
！

あ

と

が

き

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
総
予
算
４
０
０
億
円
を

超
え
る
大
型
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
住
宅
除
染
や
仮
置
き
場
も

決
定
さ
れ
、
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー

ド
化
が
図
ら
れ
安
心
・
安
全
が

実
感
で
き
る
年
で
あ
れ
ば
と
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
大
雨
や
大
雪
等

に
よ
る
災
害
は
甚
大
な
も
の
と

な
り
、
地
球
全
体
の
気
象
変
動

が
出
て
い
る
と
の
発
表
も
あ
り

ま
す
。

　

改
め
て
地
域
の
支
え
あ
い
や

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
平
穏
な
日
が
続
い
て
く

れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
ば
か
り

で
す
。 

（
遠
藤
）

発
行
責
任
者

　
　
議　
　
長　
作
田　
博

広
報
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長　
後
藤
省
一

　
　
副
委
員
長　
次
藤　
栄

　
　
委　
　
員　
菊
田
広
嗣

　
　
委　
　
員　
菅
野
健
治

　
　
委　
　
員　
橋
本
善
壽

　
　
委　
　
員　
遠
藤
孝
夫

　
　
委　
　
員　
国
分
勝
広

　
　
委　
　
員　
國
分
義
之

ホームページアドレス http://www.city.motomiya.lg.jp/site/gikai/　メールアドレス gikai@city.motomiya.lg.jp

発
行　

本
宮
市
議
会　

編
集　

広
報
特
別
委
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〒
969

－
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福
島
県
本
宮
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本
宮
字
万
世
2
1
2　
　
　
　

℡  （
0
2
4
3
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次回6月定例議会は６月10日に開催予定です。
請願・陳情の締め切りは５月29日です。
 ※ なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。
 問合わせ　TEL33-1111（内線 302）古紙配合率100％再生紙を使用しています。

　岩根小学校6年生の43名が傍
聴に訪れました。児童たちは緊張
した表情で一般質問に耳を傾けて
いました。その中から2名の方に
傍聴の感想をお聞きしました。

声
　
市
議
会
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
う
前
に
、
注
意
と
し
て
静
か
に
聞

く
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

見
学
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
静
か
で
す

ご
く
集
中
し
て
や
っ
て
い
た
の
で
、

静
か
に
聞
く
と
い
う
意
味
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
の
話
し
合
い
で
は
、

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
て
い
ま
し
た
。
本
宮
市
で
は
未
婚

率
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
子
ど
も

が
減
り
、
高
齢
の
方
々
が
増
え
て
い

る
の
で
ど
う
や
っ
て
支
援
す
る
か
を

話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

以
外
に
も
話
し
合
い
は
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
難
し
い
内

容
も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
災
害
に

対
す
る
対
策
や
放
射
能
対
策
な
ど
一

般
質
問
で
は
話
し
合
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
議
員
さ

ん
達
が
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
は
全

部
市
民
の
た
め
の
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
議
員
さ
ん
達

の
お
か
げ
で
今
の
町
が
保
た
れ
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 

伊
藤　
那
海　
さ
ん

　
僕
は
初
め
て
議
会
に
行
き
ま
し
た
。

議
場
に
入
っ
た
時
、
テ
レ
ビ
で
見
た

国
会
議
員
み
た
い
だ
と
思
い
ま
し

た
。
会
議
が
始
ま
っ
て
一
般
質
問
で

き
る
時
間
は
30
分
ま
で
と
い
う
の
が

わ
か
り
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
人
が

意
見
を
述
べ
る
と
、
議
長
側
の
人
が

手
を
挙
げ
て
議
長
が
名
前
を
言
う
と

そ
の
手
を
挙
げ
た
人
の
マ
イ
ク
が
赤

く
光
っ
て
か
ら
話
し
、
話
し
終
わ
る

と
赤
く
光
っ
て
い
る
の
が
消
え
ま
し

た
。
議
長
の
マ
イ
ク
は
、
ず
っ
と
赤

く
光
っ
て
い
ま
し
た
。
議
長
達
が
座

っ
て
い
る
椅
子
は
、
い
つ
も
机
側
を

向
い
て
い
て
横
を
向
く
と
自
動
で
机

側
を
向
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
で
は
少
子
化
対
策
の

話
を
し
て
い
て
婚
活
パ
ー
テ
ィ
な
ど

を
行
う
か
ど
う
か
な
ど
、
難
し
い
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
一
番
び
っ
く
り

し
た
こ
と
は
、
小
学
校
の
体
育
館
を

作
る
だ
け
で
５
億
円
以
上
か
か
る
こ

と
で
し
た
。

　
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

 

栁
沼　
唯
人　
さ
ん

市議会を傍聴しました。（岩根小学校６年生の皆さん）


